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Crown English Communication I, pp. 128–29. 

 
Lesson 9 

Crossing the “Uncanny Valley” 

 

Androids are robots that look human.  We usually see androids 

in movies.  But now they are becoming part of our (1)everyday 

life. 

 

－1 

A play called Sayonara is going on in a small 

theater.  Two women actors are talking to each  

other.  One of them is a young girl suffering from a 

serious disease.  The other is an android her family 

has hired to keep her (2)company. It reads one poem 

after another to the girl to comfort her. 

The people in the theater know that one of    

the actors is an android.  It is (3)remotely controlled  

by another actor.  It speaks with the voice of a real 

woman and its movements are humanlike. 

As the play goes on, the people in the theater 

become so (4)absorbed in the action that they begin  

to forget that they are watching an android.  It 

appears so real that they accept it without question 

(5)by the end of the play. The play ends with applause 

from the audience. 

Who created this android? 
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Lesson 9—Lead 

(1) everyday 1, p. 678. 

 

・ 辞書の第 1用例が教科書本文と同じく life

を前置修飾している語義 1 を参照させる。

訳語に続くの注記をチェックさせて，副

詞の「毎日」という意味では every day と

分かち書きすることを確認させる。 

・ 用例に続く語法のポイントで具体例を確認さ

せる。間違いやすい表現の方に付いている 

(×)は「このような言い方はしない」ことを

表しているのに触れるとよい。 

 

Lesson 9—Section 1 

(2) company  keep A company, p. 406. 

 

・ 動詞と名詞からなる成句は通例は名詞の

方に出ているので，名詞 company の成句

を調べさせる。 

・ 成句義や(  )に囲って示した訳語の補足説

明を確かめさせ，教科書本文が，重い病気

の少女を寂しがらせないように「彼女の家

族が，彼女と付き合わせるために雇ったア

ンドロイド」という意味になることを理解

させる。 

 

(3) remotely  2, p. 1662. 

 

・ 教科書本文では is remotely controlled  

by …と controlという動詞を使った受動態

になっていることを確かめさせる。語義 1
の訳語や，  に囲って示した用法指示に

あるような否定的な意味合いが本文には

ないこと，残った 2 つの語義のうち，語義

2 の方が controlled (操作される)という動

詞と合うことから語義 2を参照させる。 

・ 見出し語の右にある→remoteという語

源欄の記述から，remotely という副詞は

remote から派生した語であることを確か

めさせる。remotelyの2つ前にある remote

の名詞の項目をチェックさせて，語義の

「リモコン(装置)」というカタカナ語を確

かめさせる。訳語に続いて，(  )に囲って

(remote control)という同義語が太字で

示されているのを確認させる。通例，分離

複合語は見出し語項目の最後にまとめて

載っているが，同じ意味を表す複合語の場

合，同義語として語義に続いて示されてい

ることに注意させる。また，リモコンとい

うカタカナ語が remote control から来て

いることにも触れるとよい(この表現は教

科書 p. 132 に登場する)。 
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(4) absorbed , p. 11. 

 

・ be absorbed in Aという文型表示が教科

書本文の形と合っていることを確かめさ

せ，「劇場内の人々は劇の展開にすっかり

夢中になった」という意味になることを理

解させる。 

・ の注記をチェックさせて，in のほかにも

前置詞として with や by が用いられるこ

ともあることに注意させる。 

 

(5) by1 概念図, 8, pp. 281–83. 

 

 

・ 主要な前置詞については，見出し語の直後

に概念図が示されているので参照させて，

前置詞の持つ基本義やそのイメージを定

着させる。教科書本文は by に the end of 

the playと続くので時を表す用法であるこ

とを確認させて，時というサインポスト

のある語義 8, 9をチェックさせる。 

・ 教科書本文と同じ by the end of … を用い

た句が辞書の第 2用例になっていることか

ら語義8へ導き，教科書のこの部分では「劇

の終わりまでには」という意味になること

を確認させる。 

・ 語義8に続くコラムには生徒たちが間

違いやすい beforeや untilとの違いが解説

されているので確認させるとよい。
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sCrown English Communication I, p. 130. 

 

－2 

The android in Sayonara was created by  

Ishiguro Hiroshi.  In high school, he would often 

think about becoming an artist.  In his (1)early 30’s, 

he started building robots.  These days, he is  

making androids. 

Ishiguro’s first android was (2)modeled on his  

four-year-old daughter.  When he took the android  

in his arms for the first time, something very 

(3)strange happened: it seemed to smell like his 

daughter.  His second android was made for an 

exhibition.  This female android (4)looked so human 

that many people didn’t notice that it was a robot. 
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Lesson 9—Section 2  

(1) early  1a, p. 620.

 

・ 名詞である“30’s”に先行していることや，

辞書の第 3用例が教科書本文と同じ形であ

ることから語義 1をチェックさせて，教科

書本文が「彼の 30 代の初めに」という意

味になることを確認させる。辞書ではしば

しば所有格代名詞の総称として one’s が用

いられることも，この機会に触れておくと

よい。 

・ 訳語の後に，両矢印(↔)に続けて反対語が

示されているので，late の形容詞の項目  

(p. 1130)を参照させる。語義 2の第 3 用例

から「30 代終盤に」という場合は late を

用いることを確認させる。 

 

 

(2) model  2, p. 1286.

 

・ 教科書本文が受動態になっていることを

確認させ，の注記でしばしば受け身にな

ると説明している他動詞の語義2を参照さ

せる。 

・ 二重山形かっこに囲って，一緒に用い

る前置詞が示してあるので，教科書本文と

同じ on が載っていることをチェックさせ

て，教科書のこの部分が「4 歳だった彼の娘

をモデルにして作られた」という意味になる

ことを確認させる。 
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(3) strange  1, p. 1949.

 

・ 教科書本文が something を後置修飾して

いることを確かめさせる。『ウィズダム』で

は，特によく使われる語の組み合わせ(コロ

ケーション)が太字で示されていることに

留意させ，something strange が太字用例

として挙げてある語義 1を参照させる。 

・ 語義に続くコラムをチェックさせ，

様々な類似表現との意味合いや用法の違

いを確認させたい。特に strangeが持つ「説

明・理解しがたいほどに奇妙である」とい

う説明が，教科書本文の後に続く「(におい

がするはずのないアンドロイドなのに)娘

のにおいがするように思われた」という状

況に合っていることを理解させる。 

 

(4) look  3a, p. 1188.

 

・ 基本動詞で語義が多いので，文型表示を手

掛かりにさせると早く引かせることがで

きる。教科書本文が so＋形容詞(ここでは

human)＋that 節の形を取っていることを

確かめさせる。補語が後続することを示し

たlook (to be) Cという文形表示のある

語義 3aを参照させる。かっこ(  )で囲った

to be は省略可能であることを示している

ので，教科書本文では省略されていること，

Cにあたる部分が通例形容詞であることを

の注記から確認させる。 

・ 語義や用例訳から教科書本文が「あまりに

も人間らしく見えたので…」という意味に

なることを理解させる。教科書 p. 129 のリ

ード文にあった lookも同じ語義 3aの意味

で使われているので確認させる。 

・ 続くセクション 3 にも look が用いられて

いるので，出てきたときに復習させるとよ

い。教科書 p. 132 の 2 行目の look はここ

と同じ用法であり，8 行目の look は語義

3bであることを確かめさせる。3bの文型

表示look like Aから，後続する A の部

分が名詞(ここでは human beings)である

ことに注意させて，「look (to be)＋形容詞」

と「look like＋名詞」の違いを理解させる。 
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Crown English Communication I, p. 131. 

 

The third android Ishiguro made was a copy of 

himself. He (1)named it Geminoid HI.  It speaks with 

his voice.  When he tilts his head, Geminoid HI tilts 

its head too. 

Most people can have a natural (2)conversation 

with Geminoid HI, but not everyone feels at (3)ease  

with it.  When androids seem almost human but  

are not quite human, many people feel uneasy.   

They might even feel that androids are “creepy.”  

This creepiness is sometimes called the “uncanny 

valley.”  Now Ishiguro is working to cross over   

this valley.  How does he do that? 

  



指導用資料      辞書引きタスクを活用した指導アイディア（クラウン Lesson 9） 

 - 8 - v.3.01, as of 5 February 2019 

(1) name  1, p. 1323. 

 
・ 教科書本文ではnameが動詞として使われ

ており，名詞(句)が 2 つ(ここでは代名詞の 

it と Geminoid HI)後続していることを確

認させる。Geminoid HI が固有名詞である

ことや，name A Cという文型表示から語

義 1に導く。 
・ 「人の名を取って…に名を付ける」という

場合は，前置詞の after や，アメリカ英語

では for も用いられることが二重山形かっ

こで示した前置詞との連語の表示や，

二重丸かっこ  による使用域表示で示さ

れているので確認させる。辞書の第１用例

も参照させて，自己紹介などの発信活動で

使える表現として覚えさせたい。 

 

(2) conversation  1, p. 442.

 

・ 語義番号1の前にあるのロゴに注意させ

て，不加算名詞であることを確かめさせる。

訳語に続くの注記で「具体例では a ～/

～s」と加算用法になるケースがあると示

されているのでチェックさせる。教科書本

文では「ジェミノイド HI との自然な会話」

という具体的な会話をさしていることか

ら加算用法になることを理解させる。 

・ 辞書の第 1 用例は教科書本文と同じ have

を含め，conversation という名詞と共に使

うことの多い動詞との組み合わせ(コロケ

ーション)が示されているので確認させる。 

・ 二重山形かっこによる前置詞の連語

表示から，「…との会話」と表現する場合は

with を用いることをチェックさせ，教科書

本文と合っていることを確かめさせる。 

 

(3) ease  at ease, p. 622.

 

・ 辞書の第 2用例が教科書本文と同じ feel at 

ease with …の形を取っていることから成

句義(1)を参照させ，この部分が「それ(=ジ

ェミノイド HI)と一緒にいると，だれもが

くつろげる(というわけではない)」といっ

ていることを確認させる。 

・ 見出し語のすぐ右に丸かっこ(   )に囲っ

て副詞・形容詞の派生語が示されているの

で注意させる。紙の辞書なら easilyや easy

も ease を調べた見開きページに載ってい

るので，生徒にとってなじみのある関連語

と共に覚えさせるとよい。 

 

 

 

Crown English Communication I, p. 132. 
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－3  

Ishiguro believes that there are two steps in 

creating androids which will look fully human.   

First, you have to (1)capture typical characteristics of 

humans—their expressions and body movements.  

Second,  you  need  remote-control  machines  to 

transfer human speech and movements to the 

android.  Ishiguro believes that this will (2)lead to 

androids that look and speak like human beings. 

Ishiguro is sometimes asked to send Geminoid 

HI to conferences (3)abroad.  He stays in Japan and 

controls  Geminoid  HI  remotely  through  his  

computer.  When  Geminoid  HI  speaks,  people  
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Lesson 9—Section 3 

(1) capture  3, pp. 301–02.

 

・ 見出し語と発音に続いて，原義は 1
と記されている語源欄をチェックさせる。

教科書本文は to 不定詞に続く動詞である

ことから，動詞項目を参照させる。 

・ 主語や目的語にどのような名詞を取るか

(選択制限)が，山形かっこ〈  〉に囲って示

されているのでチェックさせる。それぞれ

の語義と選択制限を比較させて，capture

の原義である1 (捕獲)という意味が，何

を捕獲するか[つかまえるか]，つまり目的

語にどんな名詞が来るかによって，動詞の

意味に違いが生じるということに注意さ

せる。 

 

・ 教科書本文では characteristics (特徴)とい

う抽象的な属性を目的語としているのを

チェックさせる。語義 3の「…をうまく表

現する」という意味がこの部分にあってい

ることを確かめさせ，この部分では「人間

の典型的な特徴をうまく表現する[とらえ

る]」という意味になることを理解させる。 

 

(2) lead1  2, pp. 1137–38.

 

・ ～ to A の用法指示から語義 2へ導く。

語義 1も，訳語に続くの注記を見ると to

を従える形で使用されうるが，主語に来る

ことの多い名詞(選択制限)として山形かっ

こ〈  〉で示された「道・ドアなどが」と

いう説明が教科書本文とは合わないこと

から，語義 1ではないことを確認させると

よい。 

・ 「A という結果になる」という赤字で示さ

れた訳語に注意させて，教科書本文では

「これ(=このパラグラフで述べられていた

First … , Second …の内容)が人間のように見

えて人間のように話すアンドロイドという結

果になる[につながる]」と言っていることを

確認させる。 

 

(3) abroad  1, p. 10.

 

・ のロゴから品詞が副詞であることを確

かめさせる。教科書本文では副詞として動

詞sendを修飾していることを確認させる。 

・ 語義 1 の第 1 用例では go to abroad とい

う表現が(×)に続いて示されていることを

チェックさせる。生徒が間違えることの多

い表現なので注意させるとよい。 
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Crown English Communication I, p. 133. 

 

actually feel that Ishiguro is there. 

Why is Ishiguro working so hard to create   

such androids?  There are many robots which do  

not look human, (1)yet provide a lot of useful service 

to us.  Take cleaning robots, for (2)example. So why 

humanlike robots? 

Ishiguro’s reason for creating androids is to 

discover what it means to be human.  In fact, 

androids have taught him interesting things.  When 

someone touches an android, the operator feels it  

too.  This kind of experience can teach us how our 

brain works.  Ishiguro believes that his research  

can be seen as a new way to look at (3)human nature. 
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(1) yet , p. 2302.

 

・ 教科書本文では，yet が do not like human

という動詞句と，provide …の動詞句とを

つないでいることを確かめさせる。2 つの

動詞句という文法構造的に対等な要素を

結び付けていることに注意させてから，  

等位接続詞という文法的機能の表示と

合っていることを確認させる。 

・ 逆接・譲歩という意味機能の表示を確認

させたい。訳語に続くの注記(1)にはさら

に具体的に「前述の内容に反したり，対照

的な事柄を導く」とあるのでチェックさせ

る。教科書本文では「人間のようには見え

ないのに，それでも(人間と同じように)私

たちに多くの有益な貢献を提供するロボ

ット」と述べていることを理解させる。 

 

(2) example  for example, pp. 682–83.

 

・ よく用いられる成句なので，発信活動のた

めの情報をしっかりと確認させたい。教科

書本文では Take cleaning robots, for ex-

ample.と動詞 take を用いた命令文になっ

ており，同様の形が辞書の第 2 用例にある

ので意味をチェックさせる。 

・ (≒)の記号に続く書き換え文では，for ex-

ample の位置が文中でもよいことを確か

めさせる。成句義末尾のの注記には，用

いられる位置やコンマについての解説が

あるのでチェックさせるとよい。日本語の

「たとえば」という表現はもっぱら文頭に

表れることが多いが，英語の for example

はそうではないということを理解させる。 

・ ここの第 1，第 2 用例のように，大学入試

の論説文や，ニュース記事・ビジネス文書

など，論理的英文に特徴的に表れる表現に

は，用例に論説ロゴを付してある。上記例

なども実際にセンター試験や私大入試な

どの長文読解問題に非常によく出てくる

表現なので，生徒には「論説ロゴの付いた

用例はきちんとマスターしておくこと」と

指導しておくのもよい。 

・ 用例に続く読解のポイントでは，for example

など例示の表現について詳しく説明され

ているので参照させる。ディスコースマー

カーの各種機能をマスターしておくと，英

文の読解力が高まり，大学入試などの際に

も大きな武器になるので，こういったコラ

ムを意識的に学習させるとよい。 
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(3) human nature, p. 991.

 

・ 分離複合語は，第一要素の見出し語(ここで

は human)の最後に，(  )のロゴに続けて

一括して載っているので確かめさせる。見

出し語と同じ部分は(～)を用いて省略され

ていることにも注意させる。 

・ 訳語がセミコロン( ; )で区切って示されて

いることをチェックさせる。セミコロンは

カンマ( , )より大きな意味上の区切りにな

る。教科書本文では a new way to look at 

human nature となっていることから，前

半の「人間性」(ここでは「人間性に注目す

る新しい見方」)という意味で用いているこ

とを確認させる。 
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Crown English Communication I, p. 134. 
 

－4 

There are many other researchers working  

with robots. 

A team at Osaka University has created an 

android which can (1)react to different kinds of touch.  

If it feels a (2)slap coming, it can quickly move out of  

the (3)way, but it will sit quietly when touched on the 

shoulder.  Their main goal is to create robots that 

people won’t even recognize as robots.  So far, they 

have come very close. 
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Lesson 9—Section 4 

(1) react  1, p. 1631.

 

・ 二重山形かっこに囲った前置詞の連

語表示で，「…に」という場合に to を使う

と記した語義 1と 3を比較させる。 

・ 同じ「反応する」という訳語が与えられて

いるが，語義 3 は「薬・食物などに反

応する」と記されているので，教科書本文

とは合わないことを確かめさせて語義1に
導く。 

・ 語義 1 と 2 に論説ロゴを付した用例があ

る。大学入試の論説文や，ニュース記事・

ビジネス文書など，論理的英文に特徴的に

表れる表現には，用例に論説ロゴを付して

ある。上記例なども実際にセンター試験や

私大入試などの長文読解問題に非常によ

く出てくる表現なので，生徒には「論説ロ

ゴの付いた用例はきちんとマスターして

おくこと」と指導しておくのもよい。 

 

(2) slap  1, p. 1851.

 

・ 教科書本文では touch (接触)に反応するロ

ボットの話をしていることから語義1に導

く。 

・ 他動詞の語義 1 が名詞の語義 1 と対応し

た意味になっていることに注意させる。動

詞を用いた「slap＋人」で「人を平手打ち

する」の意味になるが，名詞の語義 1の用

例の「give＋人＋a slap」という形でも同じ

内容を表現で きることをチェック

させるとよい。 

 

 

(3) way  out of the [one’s] way,  

pp. 2221–22.

 

・ よく用いられる成句として，成句見出しに

続いて(*)が付されていることを確かめさ

せる。 

・ 成句見出しが言い換えの角かっこ[  ]を用

いていることをチェックさせ，この成句で

は way の前に定冠詞 the が来る場合と，

所有格代名詞が来る場合とがあると記さ

れていることを確認させたい。教科書本文

は out of the way と定冠詞を用いているが，

成句見出し out of the [one’s] way のすぐ

上に out of the way という成句見出しもあ

ることに注意させる。教科書本文が接触に

反応するロボットの話をしていることか

ら，out of the way にある 4 つの成句義は

どれも教科書のこの部分に合わないこと

を確認させる。 

 

・ 「通行の邪魔にならないように」という成

句義や辞書の用例訳を参照させ，教科書本

文が「平手打ちが当たらないように動く[=

よける]」という意味になることを理解させ

る。 
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Crown English Communication I, p. 135. 

 

Takahashi Tomotaka has built a robot named 

Kirobo.  It was sent into space as a conversation 

partner for astronaut Koichi Wakata.  It listened  

to and answered Wakata when he spoke to it.  

Takahashi says, “(1)Dialog is the key to our study of 

androids.” 

Another robot has been developed as a (2)rescue  

android in dangerous situations.  It 

can carry heavy things over long 

distances and rough ground.  It could 

be used to rescue injured people 

(3)without risking anyone else’s life. 

Some  other  researchers  are 

(4)working on truly autonomous robots 

which can act and think on their own.  

In the future there may be robots  

doing  housework,  caring  for  the 

elderly, and even teaching English. 

What does the future hold for us 

and androids? 
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(1) dialogue, dialog  1, p. 542.

 
・ 辞書の見出しには dialogue という綴りが

まずあり，続いて米-log と記されている

ことに注意させる。これは dialogue という

綴りが用いられることが多いが，アメリカ

英語では dialog という綴りも用いられる

ことを示しており，教科書本文は dialog と

いうアメリカ英語の綴りを用いているこ

とを確認させる。 

・ 教科書本文がロボットの「会話」の話をし

ていることから語義 1に導く。語義番号に

続いてのロゴがあることから不加算名

詞であることをチェックさせる。不加算名

詞なので，教科書本文では主語として無冠

詞単数形で用いられていることを確認さ

せる。 

 

(2) rescue  1, p. 1670.

 

・ 教科書本文では a rescue androidと名詞の

android に先行していることを注意させ，

形容詞的にという用法指示がついた語

義 1を参照させる

・ 辞書の用例は 3つとも名詞に先行して形容

詞的に用いられているものなのでチェッ

クさせる。 

・ 教科書本文の４行下には動詞用法の res-

cue が出てくるので，対応する意味を持つ

動詞項目(語義 1)も同時に参照させておく

とよい。 

 

(3) without  2a, p. 2272.

 

・ without doingという文型表示から語義

2aに導く。太字の重要文型になっていると

いうことは，よく使用される形であること

に注意させる。 

・ 語義や辞書の用例訳を参照させ，教科書本

文が「ほかのだれの生命を危険にさらすこ

となく」という意味になることを確認させ

る。 
 

(4) work  work on A, p. 2281.

 

・ よく用いられる成句として，成句見出しに

続いて(*)が付されていることを確かめさ

せる。 

・ A にあたる部分が，教科書本文では truly 

autonomous robotsと人ではなく物である

ことから，成句義(1)の最初の訳語を参照さ

せる。 

・ 成句義や辞書の用例訳を参考に，教科書の

この部分が「真に自律したロボット(の研

究)に取り組んでいる」という意味になるこ

とを確認させる。 

 

 


